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研究成果の概要（和文）：高齢期には，記憶能力の低下にともなって，記憶に関する「失敗」を数多く経験する
ようになり，「記憶愁訴」は多岐に及ぶ。記憶の失敗経験の中でも，本人の自覚度が低いにも関わらず，誤りを
指摘されることは，本人の記憶に対する認識（メタ記憶）に影響を与えると考えられる。本研究課題では，その
点を多角的に明らかにするために，質問紙調査を実施し，記憶の衰えの自覚についての尺度開発や記憶の失敗経
験に関しての指摘とメタ記憶をはじめとした心理的な各側面との関連について検討を行った。

研究成果の概要（英文）：With the decline of memory capacity, the elderly make many mistakes 
regarding memory, and memory complaints are seen in many situations. Older people may be pointed out
 that they are misrepresented, even though they are not aware of themselves. It is considered that 
these situations will affect self-recognition of their memory capacity (meta-memory). In this study,
 we conducted question surveys multiple times. We developed a scale for awareness of memory decline,
 and examined the relationship between the memory failure experiences pointed out by others and 
psychological aspects such as meta-memory. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回，高齢者の精神的健康を考える上で避ける事ができない記憶力低下によって生じる問題について，メタ記憶
とそれに関連する心理的側面から，明らかにする事ができた。また，「記憶の衰えの自覚尺度（SMDS）」は，健
常高齢者だけではなく，今後，SCI（主観的記憶障害）と呼ばれる客観的な認知機能低下はないが主観的な認知
機能低下の訴えのある状態（岸本，2015）や，認知症の前駆症状とされるMCI（軽度認知障害）を抱える人々の
精神的健康の維持についても検討を行う事で，高齢者の記憶障害に関して生じる問題を本人のみならず，家族
（周りの人々）にとっての，問題解決への道を探る事につなげていく事が可能だと考えている。








